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高コレステロール血症ラットの血煮 肝臓コレステロールに及ぼすアルフ
アルフアもやし粉末の影響
東京農大農　〇中村カホル　滝田聖親 和田朋恵　鈴木郁　西郷光彦

目的 近年食物繊維の生理効果が走目き れ知く､ｸ）研究がなき れ乙いる。今回我々はこび）

ところ健康食品 としてもてはやきれているアルフアルフアもやし左用い、アルフアルフ ア

もやし粉末（AS ）の高コレ ステロ ール（Cho じ）血症に及ぼす影響 包ラ､ｙトを用いてmm

した。なお、AS のぼかアルファルフア警部粉末（ＡＬ）および緑豆もやし外末(MS)

についても比較検討した。

方法 初体重102g 前後のWistar 系ワット雄左用い、対周区, Che⊃し区,   5% －ASE,
10％－ASE,　5 ％－ALE 、10% －AL 凪　5 ％－MS 区, 10 ％－MSE の8 区を設吹

1 E6 匹 とした。OioLE,  ASE,  ALE,  MS 区 のChoL濃度 は0.6  ％, コ ール酸ナトリ

ウム0.15 ％とし、v 日間飼育後、腹部下行大動脈より採血し肝臓左摘出し乙 血 済、肝臓

の総Chd ならびにHDLCh ・しの測定を行ない、アテロジェ― いフ指数（血清ChoL － HD L

Choじ／HDLChol ）を求めた。一方会 飼育期間中の糞中Choi排泄量左測定した。

慈果Cho し投与により、血清の総Cho しは対稲区に比べて1 ．9偕に上昇したが、ASJ 区の

各区およびio％－MS 区にお いては血清Chd 上昇抑制効果がみ られたが、AL 区ではあし

うChoi単独投与よりも上昇する傾向ボみられた。また、肝臓の総cnoi はCho し投与により対

照区に比べて9.9 告に上昇したが、旗験物併用投与区のいずれにおいても抑制する傾向が

認あ られた。アテロジェニック謳悛 についても血清CH ⊃しと同様 の傾向がみられた。また、
Ot:し排m 効果はASE,  10% －ALE,  10 ％－MS 区にみられた。


